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本
ほん

当
とう

にあったお話
はなし

をもとに書
か

かれました。

「すべての人
ひと

は，どんな人
じん

生
せい

を送
おく

るか，どんな人
ひと

になるかを
自

じ

由
ゆう

に選
えら

べます」（『賛
さん

美
び

歌
か

』英
えい

文
ぶん

，240）

カリの家
か

族
ぞく

は，家
か

族
ぞく

のいのりをするために，ソファの 
そばにひざまずきました。全

ぜん

員
いん

がけいけんにうでを 
組
く

みました。お父
とう

さんは，カリの妹
いもうと

のリブに，いのってくれる

ようにたのみました。

「たくさんの祝
しゅく

福
ふく

を天
てん

のお父
とう

様
さま

に感
かん

謝
しゃ

することをわすれ
ないでね」とお父

とう

さんがリブに言
い

いました。
「それから，エリックのためにいのることもわすれない 

でね」とお母
かあ

さんが付
つ

け加
くわ

えました。お母
かあ

さんはいつも，
エリックのためにいのることを思

おも

い出
だ

させてくれました。
エリックはカリのお兄

にい

ちゃんです。エリックが大
だい

学
がく

に行く

エリックのために 
いのることをわすれないで

イ
ラ
ス
ト
／
メ
リ
ッ
サ
・
マ
ン
ウ
ィ
ル
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供ど
も

前
まえ

，エリックとカリはとても仲
なか

良
よ

しでした。お兄
にい

ちゃんと
いっしょにした，たくさんの楽しいことが，とてもなつかしく
思
おも

えました。
2 ，3 か月

げつ

前
まえ

，エリックはお父
とう

さんとお母
かあ

さんに，自
じ

分
ぶん

は
もう教

きょう

会
かい

をやめたいと言
い

ってきました。カリも家
か

族
ぞく

もおどろ
き，悲

かな

しみました。それで毎
まい

晩
ばん

エリックのためにいのり始
はじ

め
たのです。エリックがせいれいを感

かん

じて，教
きょう

会
かい

に戻
もど

りたい
と思

おも

ってくれるようにいのることもありました。お父
とう

さんは，
エリックの考

かんが

えがすっきりとして，よい選
えら

びができるようにい
のりました。お母

かあ

さんはよく，エリックが信
しん

頼
らい

している人
ひと

か
ら，正

ただ

しい道
みち

を見
み

いだせるように助
たす

けてもらえるようにいの
りました。ずっとずっといのり続

つづ

けた後
あと

で，カリは，少
すこ

し怒
いか

りの気
き

持
も

ちがわいてくるのをおさえられなくなってきました。
なぜ天

てん

のお父
とう

様
さま

は，エリックを教
きょう

会
かい

に戻
もど

してくださらないの
でしょうか。

リブがおいのりをしようと口
くち

を開
ひら

いたとき，とうとう，カリは
気
き

持
も

ちをおさえ切
き

れずに，「天
てん

のお父
とう

様
さま

はどうしてわたしたち
のおいのりを聞

き

いてくださらないの」とさけんでしま
いました。みんなおどろいてカリ

を見
み

ました
が，カリは 

あまりに落
お

ち
込
こ

んでいて，そんなことはもうどうでも
よくなっていました。少

すこ

しの間
あいだ

，だれも
何
なに

も言
い

いませんでした。
「カリ」とお父

とう

さんが言
い

いました。
「今

き ょ う

日学
がっ

校
こう

から帰
かえ

ったとき，かばんを
片
かた

付
づ

けたかな？」
「えっ？」  カリは，不

ふ

思
し

議
ぎ

に思
おも

って聞
き

きました。かばんと何
なん

の関
かん

係
けい

があるというのでしょう。カリが玄
げん

関
かん

ドアの方
ほう

を見
み

る
と，カリのかばんはリブのかばんの横

よこ

にかけられておらず，
壁
かべ

のところに放
ほう

り出
だ

してありました。「いいえ，……ごめん
なさい。」
「お母

かあ

さんは，壁
かべ

にかけるように声
こえ

をかけただろう？」
「うん」と，カリは答

こた

えました。カリは自
じ

分
ぶん

のひざを見
み

つ
めていました。
「お母

かあ

さんはよく，かばんをかけるように声
こえ

をかけているね。」
「そうね。」  カリはぼそぼそとした声

こえ

で言
い

いました。カリは
まだ，お父

とう

さんが何
なに

を言
い

おうとしているのか分
わ

かりません 
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でした。お父
とう

さんは，カリの質
しつ

問
もん

をちゃんと受
う

け止
と

めて 
いないのでしょうか。
「エリックのためにいのるとき，天

てん

のお父
とう

様
さま

は確
たし

かに毎
まい

回
かい

わたしたちのいのりにこたえてくださるとお父
とう

さんは知
し

って
いるよ。問

もん

題
だい

はね，今
いま

はエリックが聞
き

いていないのかもしれ
ないっていうことさ。エリックは，聖

せい

霊
れい

に聞
き

き従
したが

うかどうか
自
じ

分
ぶん

で選
えら

べるんだ。カリも，かばんのことを思
おも

い出
だ

させてく
れるお母

かあ

さんの言
こと

葉
ば

に聞
き

き従
したが

うかどうかを選
えら

べるのと同
おな

じ
ようにね。でも，カリはこれから，お母

かあ

さんからかばんをか
けるように言

い

われたら， いつも無
む

視
し

するつもりかな？
「ううん，そうじゃないと思

おも

うわ」とカリは言
い

いました。。
「いつかは聞

き

いてくれるわよね。」  お母
かあ

さんが，カリにウィ
ンクしながら言

い

いました。カリはにっこりしました。
「それと同

おな

じように，いつかエリックも聞
き

いてくれるかも
ね」とカリが言

い

うと，
「そのとおりよ」と，お母

かあ

さんが言
い

いました。「せいれい
に聞

き

き従
したが

うことは，少
すこ

しずつ身
み

につけていくわざなのよ。
たぶんエリックは，まだそのわざを身

み

につけていないのね。」  
カリは，少

すこ

し気
き

分
ぶん

がよくなりました。
リブがいのるとき，みんな頭

あたま

を下
さ

げました。エリックが 
せいれいに聞

き

き従
したが

えるようになるように，いのりました。 
リブがいのっているとき，カリは平

へい

安
あん

で温
あたた

かい気
き

持
も

ちがしま
した。天

てん

のお父
とう

様
さま

はいのりを聞
き

いてくださっていると分
わ

かり
ました。リブが，家

か

族
ぞく

が受
う

けているしゅくふく
を一

ひと

つ一
ひと

つあげているとき，カリはもう
一
ひと

つのしゅくふくに感
かん

謝
しゃ

したいと思
おも

い 
ました。もっといのりについて理

り

解
かい

できる
ようになったということです。

いのりが終
お

わったとき，カリは天
てん

のお父
とう

様
さま

がエリックのこと
をわすれてはおられないことを知りました。そして，天

てん

のお父
とう

様
さま

は自
じ

分
ぶん

のこともおわすれにならないことを知
し

りました。■
このお話

はなし

を書
か

いた人
ひと

は，アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

ネバダ州
しゅう

に住
す

んでいます。

選
せん

択
たく

の自
じ

由
ゆう

とは何
なん

でしょうか

選
せ ん

択
たく

の自
じ

由
ゆう

とは，天
てん

のお父
とう

様
さま

がすべての人
ひと

に与
あた

えてくださったたまもの
です。自

じ

分
ぶん

が何
なに

をするかを選
えら

ぶたまものです。天
てん

のお父
とう

様
さま

は助
たす

けて 
くださいますが，わたしたちに何

なに

かをむりやりにさせることはなさいません。
その代

か

わり，わたしたちに自
じ

分
ぶん

で選
えら

ばせてくださるのです。
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